
別
表
第
二
の
二
の
部
鋳
造
科
の
項
中 「

訓
練
期
間

一
年

訓
練
時
間

総
時
間

一
、
四
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
〇
〇

二
五
〇

一

系
基
礎

１

学
科

金
属
材
料
系
鉄
鋼
科
の

系
基
礎
学
科
の
{
か
ら

‚
ま
で
に
掲
げ
る
科
目

２

実
技

金
属
材
料
系
鉄
鋼
科
の

系
基
礎
実
技
の
{
か
ら

�
ま
で
に
掲
げ
る
科
目

二

専
攻

１

学
科

{

製
図

|

鋳
造
法

}

粉
末
冶
金
法

２

実
技

{

機
械
操
作
実
習

|

鋳
造
実
習

}

粉
末
冶
金
実
習

」 を 「
一

系
基
礎

１

学
科

金
属
材

系
基
礎

‚
ま
で

２

実
技

金
属
材

系
基
礎

�
ま
で

二

専
攻

１

学
科

{

製
図

|

鋳
造

}

粉
末

２

実
技

{

機
械

|

鋳
造

}

粉
末

平成™�年š月š˜日 月曜日 (号外第�—号)官 報

四

産
前
産
後
休
業
を
終
了
し
た
日
に
お
い
て
養
育
す
る
当
該
産
前
産
後
休
業
に
係
る
子
の
氏
名
及
び
生
年
月
日

五

産
前
産
後
休
業
を
終
了
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
以
後
三
月
間
の
各
月
の
報
酬
の
額
及
び
当
該
各
月
に
お

け
る
報
酬
の
支
払
の
基
礎
と
な
っ
た
日
数

（
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
係
る
産
前
産
後
休
業
期
間
中
の
加
入
員
に
つ
い
て
の
掛
金
免
除
の
申
出
等
に
関
す
る
経

過
措
置
）

第
十
七
条
の
三

存
続
厚
生
年
金
基
金
の
設
立
事
業
所
の
事
業
主
は
、
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
九
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
申
出
を
す
る
と
き
は
、
当
該
申
出
に
係
る
加
入
員
に
つ
い

て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
及
び
生
年
月
日

二

加
入
員
番
号

三

使
用
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四

産
前
産
後
休
業
を
開
始
し
た
年
月
日

五

産
前
産
後
休
業
に
係
る
子
の
出
産
予
定
年
月
日

六

多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨

七

申
出
に
係
る
加
入
員
が
産
前
産
後
休
業
に
係
る
子
を
出
産
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
子
の
氏
名
及
び
生

年
月
日

八

産
前
産
後
休
業
を
終
了
す
る
年
月
日
（
次
項
に
お
い
て
「
産
前
産
後
休
業
終
了
予
定
日
」
と
い
う
。）

２

平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前

厚
生
年
金
保
険
法
第
百
三
十
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
掛

金
の
額
又
は
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
四
十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
金
の
額

が
免
除
さ
れ
た
加
入
員
を
使
用
す
る
存
続
厚
生
年
金
基
金
の
設
立
事
業
所
の
事
業
主
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
五
年

改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法

第
百
三
十
九
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
申
出
を
し
た
も
の
は
、
前
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
又
は
当
該
加
入
員
が
産
前
産
後
休
業
終
了
予
定
日
の
前
日
ま
で
に
産

前
産
後
休
業
を
終
了
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
届
書
を
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
係
る
受
給
権
者
の
所
在
不
明
の
届
出
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
七
条
の
四

存
続
厚
生
年
金
基
金
が
支
給
す
る
年
金
た
る
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
受
給
権
者
」
と
い
う
。）の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
は
、
当
該
受
給
権
者
の
所

在
が
一
月
以
上
明
ら
か
で
な
い
と
き
は
、
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
届
書
を
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

所
在
不
明
と
な
っ
た
受
給
権
者
の
氏
名
及
び
性
別

二

受
給
権
者
と
同
一
世
帯
で
あ
る
旨

三

年
金
証
書
の
番
号

２

存
続
厚
生
年
金
基
金
は
、
前
項
の
届
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
受

給
権
者
に
対
し
、
自
ら
署
名
し
た
書
面
そ
の
他
の
生
存
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
面
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
書
面
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
受
給
権
者
は
、
規
約
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
書
面
を
存
続
厚
生
年
金
基
金
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
中
「
前
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
中「（
平
成
二
十
五
年
改
正
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
改
正
前
厚
生
年
金
保
険
法
第
百
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
設
立
事
業
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」を
削
る
。

第
四
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
存
続
連
合
会
に
係
る
受
給
権
者
の
所
在
不
明
の
届
出
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
十
九
条
の
二

第
十
七
条
の
四
の
規
定
は
、
存
続
連
合
会
が
支
給
す
る
年
金
た
る
給
付
に
関
す
る
手
続
に
つ
い

て
準
用
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
二
号

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
並
び
に
第
四
十
五
条
第
二
号
及
び

第
三
号
、
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
十
五
条
第
三
号
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
九
条
第
一
項
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和

六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
七
条
第
三
号
及
び
第
十
号
並
び
に
精
神
保
健
福
祉
士
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
三
十
一

号
）
第
七
条
第
三
号
及
び
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
十
六
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
の
八

削
除

第
六
十
四
条
の
二
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
一
号
の
二
中
「
修
了
し
た
者
（
」
の
下
に
「
専
門
課
程
の
高

度
職
業
訓
練
に
関
し
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
有
す
る
と
職
業
能
力
開
発
総
合
大
学
校
の
長
が
認
め

る
者
、」を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
三
を
同
項
第
一
号
の
二
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第

一
項
各
号
及
び
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
と
す
る
。」を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。」に
改
め
、
同

項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

検
定
職
種
に
関
し
、
長
期
養
成
課
程
の
指
導
員
養
成
訓
練
を
修
了
し
た
者

二

第
一
項
各
号
、
前
項
各
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
技
能
及
び
こ
れ
に
関
す
る
知
識
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
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